
指標 

（厚労省共通指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 分母のうち HbA1c の最終値が 8.0％未満であった外来患者数 

分母
過去1年間に90日以上の糖尿病の薬物治療が施行されている

外来患者数 

収集

期間
年 2回（6月・12月） 

調整

方法

厚14 血糖コントロール 

 糖尿病患者の血糖コントロール状態を示す指標であり、合併症を予防するには適切にコントロールすること

が推奨されている。 

最小値51.44  25％値69.73  中央値77.44  75％値84.18  最大値94.12 （％） 

回答病院36病院 うち外れ値は4病院 

（注）今回の集約作業で2018年の数値も若干修正が入り、［最小値16.00、25％値55.27、中央値73.67、75％値

82.35、最大値94.95（％）回答病院46病院うち外れ値2病院］となっています。＜表･グラフ参照＞ 

 2018年から厚労省共通指標14の定義により「糖尿病患者の血糖コントロール」を評価・分析しています。 

 残念ながら回答病院が、2018年の46病院から2019年36病院に減りました（プラス1病院、マイナス11病院）。

各病院の体制やシステムにより、該当する患者数の抽出に相当の困難があるものと思われます。 

 なお、参考として日本病院会は、「2018年度QIプロジェクト結果報告」で指標No.14-bに同じ「糖尿病患者の

血糖コントロールHbA1c<8.0％」をまとめており、［最小値37.8、25％値76.5、中央値81.0、75％値85.1、最大

値100.0（％）、平均値80.1％］との数値を公表しています（箱ひげ図の作成方法や外れ値のとり方が違うので

比較には注意が必要です）。 

【情報】2016年5月「高齢者糖尿病の治療向上のための日本糖尿病学会と日本老年医学会の合同委員会」から「高

齢者糖尿病の血糖コントロール目標」が発表され、血糖コントロールの目標は患者の個別の状態を考慮して設

定すること、重症低血糖を避けるため目標下限値を設定して安全な治療を行うことなど推奨しました。 

（http://www.jds.or.jp/modules/important/index.php?page=article&storyid=66） 

【情報】厚生労働省は「医療の質の評価・公表等事業」で2017年度から共通指標の測定を開始し、上記の「HbA1c

の最終値が8.0％未満」を分子とする血糖コントロールの評価指標の集計を進めています。共通指標の全項目や

定義詳細は下記URLでダウンロードできます。 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000166331.html） 

Ａ）糖尿病薬物治療患者の血糖コントロール 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2019年間数値報告 

考察・分析 
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